
            授 業 改 善 シ ー ト 〔 国 語 〕                  校番（６８） 福山市立新市小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語科】 

①ローマ字のノートを活用し，毎日１，２問ローマ字の書きとりをするなどの活動を継続し，定着を図っていく。１週

間に１回はプリントで学習をする。 

②日頃から国語辞典を常備させ，継続的に活用させる。また，家庭学習などでも意味調べをさせ，習慣化させる。 

③段落のキーワードをとらえて小見出しをつけさせたり，段落相互の関係を文章構成図に表したり，接続詞に着目させ

たりすることで，段落相互の関係についてとらえさせる指導を継続的に行っていく。 

【全校・他教科等】 

・ 日頃から国語辞典を常備させ，全ての教科で，継続的に活用させる。 

 
 
◎ローマ字の書き(通過率 57.8％)：簡単な単語についてローマ

字で書くことができていない。 

◎国語辞典の引き方(通過率 64.4％)：国語辞典の引き方の順序

を理解していない。 

◎段落相互の関係段(通過率 53.3％)：段落相互の関係を考え，

文章を正しく読むことができていない。 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査  

 

①書きたい内容を収集・選択し，自分の考えを明確に書くことや，場面・

場面での言葉の使い方を理解する。 

②主語・述語・修飾語など，文や文章の構成に関する事項について理解

する。 

昨年度課題  

①自分の考えの根拠となる文やグラフを明らかにしながら，文や文章の構成に注意して話したり書いたりし，いろい

ろな文章を読んで事実と意見を区別して書く活動を増やす。 

②言葉や接続語など，大切なことをおさえ，内容のあらすじを書いたり，中心文を見つけたりする指導を行う。 

《本年度の目標値 登場人物の行動やあらすじに関連する設問の通過率を70%以上にする。》 

昨年度課題を受けて取組んだ具体的事項 

重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業・家庭学習） 

 
 
○時期：1月中旬     ○目標値：全国平均値以上の通過率 
 
○方法：ＣＲＴ学力テスト 
 

取組みの検証 
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○ローマ字に関連する設問の通過率を７０％以上にする。 

来年度の目標値 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   



            授 業 改 善 シ ー ト 〔 算 数 〕                   校番（６８） 福山市立新市小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【算数科】 

①升図と併せてテープ図や数直線でも分数を表す指導を意図的に取り入れ，１のとらえを確実にする。 

 2学年時より，具体物(折り紙など)を使った算数的活動を十分に体験させる。 

②1kgの量感覚は水や粘土等の具体物を使い，実感を伴わせてつかませる。 

③既習事項(長方形や正方形の面積の求め方)をもとに，作業的・体験的な活動を十分に行わせ，図形を多面的にみる力をつけていく。 

【全校・他教科等】 

・1kgの量感覚については理科，家庭科等との関連を図り，多様な場面で体験的に体得させる機会を設定する。 

・学習後も計算タイムを利用して計画的・定期的に類似問題に取り組ませ，定着状況を確認する。定着が不十分と認められた場合は，チ

ャレンジタイムや家庭学習を通して補充を行う。 

 
 
◎分数の意味と表し方(通過率35.6%):分数は「1 をもとにして

そのいくつ分」という考え方が定着していない。 

 

◎およその重さ(通過率51.1%):1kgの量概念が身に付いていな

い。 

 

◎複合図形の面積(通過率60.0%):分割する，全体から引く等，

複合図形の面積の多面的な求め方がよく理解できていない。 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査  

 

①単位と測定の領域で，量や面積の量感や単位を理解する。 

②図形の構成要素やそれらの位置に着目して，平面図形を理解すると共

に作図ができる。 

昨年度課題  

① 量の意味と性質，単位について各学年の内容に即した算数的な活動を仕組み，様々な具体物の大きさを調べたり

確かめたりする作業的・体験的な活動を積極的に取り入れ量の大きさの感覚を豊かにする。 

② 図形を構成する要素に着目させ，観察や構成などの意味を理解し，性質を見いだして説明する取組みを行う。 

《本年度の目標値 図形に関する設問の通過率を60%以上にする。》 

昨年度課題を受けて取組んだ具体的事項 

重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業・家庭学習） 

 
 
○時期：１月中旬  ○目標値：全国的平均値以上の通過率 
 
○方法：ＣＲＴ学力テスト 

取組みの検証 
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○分数に関する設問の通過率を60%以上にする。 

来年度の目標値 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   



 
  

１ 生活・学習  

改善したい点（◎「基礎・基本」） 
今後の具体的な取組みの内容 

◎自分とちがう意見も受け入れながら、自分の考えを話

しています。                  （５３．３％） 

 

 

◎自分には良いところがあります。     （６４．４％） 

・課題に向けて、話し合ったり討論したりする場を多く設定

する。その際、考えを深めあうための言語技術を提示

し、活用させる。 

 

・学習や体験活動を充実させ、やりきった、できたという達

成感や成就感を味わわせる。 

 

来年度の目標値 
・自分とちがう意見も受け入れながら、自分の考えを話しています。    ６０％ 

・自分には良いところがあります。                   ７０％ 

２ 教科学習への意識 

 
児童の回答と学校の指導についての課題 

（◎「基礎・基本」） 
授業改善の方向性や具体的な取組み 

 

国 

 

語 

◎話をする時、最も伝えたい中心をどこで言うと分か

りやすいか考えながら話をしています。 

 （４０．０％） 

 

◎時と場合や相手によって、ていねいな言葉を使うな

ど、言葉の使い方を考えながら話しています。 

（６６．７％） 

・主語をきちんといれ、相手や目的に応じて話を構成さ

せ、伝えたいことを明確にした話し方を指導する。 

 

・敬語の正しい使い方を指導し、日常会話や作文など

で活用させる。 

 

算 

 

数 

◎算数の授業を楽しみにしています。  （５５．６％）              

 

 

◎算数の授業で学んだことが、他の教科や生活の中

で、計算したり、表やグラフにしたりすることの役に

立ちます。                  （７３．３％） 

 

・単元の指導内容の体系やつける力を明確にし，算数

を学ぶことの楽しさや意義を実感させるような授業づ

くりをして，分かる喜びを味わわせる。 

 

・具体的な生活場面を取り上げた算数的活動を仕組

む。また、生活科・総合的な学習の時間で、算数科で

学んだことを使って、整理・分析、まとめをさせる。 

来年度の目標値 
・国語の授業では，話をする時，最も伝えたい中心をどこで言うと分かりやすいか考え

ながら話をしています。                       ６０％ 
・算数の授業を楽しみにしています。                  ７０％ 

算数の授業を楽しみにしています。 

授 業 改 善 シ ー ト〔質問紙調査〕 校番（６８）番 福山市立 新市 小学校 

国語の授業では，話をするとき，最も伝えたい中心をどこで言うと分かりやすい

か考えながら話しています。 



 

 

 

 ～ ８月     ９月     10月      11月        12月    １月      ２月      ３月      ４月     ５月    ６月 

     

 

 

 

 

      

全
校
・
全
教
科 

 校内授業研に

よる授業改善

の実施 

公開研究会の

実施と授業改

善 

校内授業研に

よる授業改善

の実施 

学期末評価を

ふまえた３学

期の重点課題

の整理 

 

  

学力テスト

（国語・算数）

の実施 

学力テスト

（国語・算数）

の分析と次年

度指導計画の

作成 

学力テストの

誤答に対する

取組 

指導計画をふ

まえた重点課

題の取組 

「基礎・基本

定着状況調

査」の課題を

ふまえた重点

的をおいた取

組 

国 

語 

  

 

  

 

・学期末漢字

テストの実

施 

  

 新市っ子漢字

博士検定 

学力テストの誤

答に対する取組 

  

算 

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学力テストの誤

答に対する取組 

  

生
活
・
学
習 

 学級懇談会で，

課題とその手立

てについて説明 

生活科・総合的

な学習の時間を

通して表現力・

自己肯定感の育

成 

地域や保護者へ

学習成果を発表

を通して表現

力・自己肯定感

の育成 

地域の方を招

き，学習成果の

発表等を通して

表現力・自己肯

定感の育成 

地域や保護者へ

学習成果を発表

を通して表現

力・自己肯定感

の育成 

学級懇談会で，

１年間の成果と

課題を整理 

推進計画に基づ

き，成果と課題

の明確化と，次

年度の計画の作

成 

学級懇談会で，

課題の整理と今

年度の取り組み

について説明 

地域や保護者へ

学習成果の発表

を通して表現

力・自己肯定感

の育成 

 

・Plan ・Do ・Action ・Check 

授 業 改 善 シ ー ト〔実施スケジュール〕 校番（６８）番 福山市立  新市  小学校 

結果の分析・H２１の改善計画の見直し 
H２２の改善計画の実施 
 

検証 次年度の計画 

・新出漢字指導 

・反復練習（漢字小テスト・ローマ字の単語書

きとり） 

・読み取りの技を指導 ・国語辞典の継続的使用 

・文章問題の宿題（週に１回以上） 

重点課題に対する

取り組み 

家庭学習の定着 

○思考力を高める学習の推進            ○Ｃ児の実態把握・授業での指導 

・思考力を高めるノート指導           ○日々 の反復練習（終わった単元も継続的に繰り返し取り組む） 

・具体物を使った算数的活動を積み重ねる。 

・生活や他教科との関連を図った指導 

・量感を育てる指導や働きかけ。 

○個に応じた指導。（授業・チャレンジタイムでの補充） 

 

冬休みの補充学習 

 

学力テスト実施 

Ｃ児の実態把握 

学力テスト分析と次

年度の取り組み計画

作成 

チャレンジタイムの指導計画の作成と

取組，漢字・計算集中タイムの実施 
冬休みの補充学習 

 

冬休みの補充学習 

 
学力テスト実施 

Ｃ児の実態把握 

学力テスト分析と次

年度の取り組み計画

作成 

重点課題に対する

取り組み 


